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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】特に安価に製造かつ動作可能に改良したラダー
プロペラ推進装置を提供する。
【解決手段】駆動原動機１の出力シャフトは、動力伝達
装置Ａを介してプロペラＰのシャフト９に動作可能に接
続されており、プロペラシャフトは、船体外に設けられ
得るラダープロペラハウジング６内に収容され、プロペ
ラシャフトに設けられたプロペラは、ラダープロペラハ
ウジングの外部に配される。潤滑及び／または冷却デバ
イスが、プロペラシャフト及び／またはプロペラシャフ
トの上流の動力伝達装置領域のために設けられ、動力伝
達装置は、流体クラッチまたは流体トルクコンバータ３
をさらに含み、流体クラッチまたは流体トルクコンバー
タは、流体クラッチまたは流体トルクコンバータが潤滑
及び／または冷却デバイスと共通の機能性流体を使用す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動原動機を有するラダープロペラ推進装置であって、
　前記駆動原動機のシャフトは動力伝達装置領域に配されており、かつ流体クラッチまた
は流体トルクコンバータを有する動力伝達装置を介してプロペラのシャフトに動作可能に
接続され得、前記プロペラシャフトは、船体の外部に配され得るラダープロペラハウジン
グ内に収容され、前記プロペラシャフトに設けられたプロペラは、前記ラダープロペラハ
ウジングの外部に配されており、
　前記ラダープロペラハウジング及び前記動力伝達装置領域によって１つの共通の空間が
形成され、前記空間内に１の機能性流体が充填されており、前記１の機能性流体が前記流
体トルクコンバータまたは前記流体クラッチの作動流体として作用し、かつ前記空間内に
おいて潤滑流体として作用しかつ冷却流体として作用することを特徴とする推進装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記空間が、ラダープロペラハウ
ジングの内部を含むことを特徴とする推進装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記流体クラッチまたは流体トル
クコンバータが、前記ラダープロペラハウジングの内部に流体接続され、前記流体クラッ
チまたは流体トルクコンバータが、前記ラダープロペラハウジングの内部に配されている
ことを特徴とする推進装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記流体クラッチまたは流体トル
クコンバータが、前記ラダープロペラハウジングの内部に流体接続され、前記流体クラッ
チまたは流体トルクコンバータが、前記ラダープロペラハウジングの内部の拡張部に配さ
れ、前記拡張部が前記船体内部にあることを特徴とする推進装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記流体クラ
ッチまたは流体トルクコンバータが、前記流体クラッチまたは流体トルクコンバータが前
記空間内の機能性流体の搬送を保証する態様にて、前記空間内に配されていることを特徴
とする推進装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記流体クラ
ッチが、いくつかの流体クラッチユニットを含むかまたは前記流体トルクコンバータが、
いくつかの流体コンバータ要素を含むことを特徴とする推進装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記動力伝達
装置内に弾性クラッチが追加的に設けられていることを特徴とする推進装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記動力伝達
装置内に移動自在クラッチが追加的に設けられていることを特徴とする推進装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１に記載のラダープロペラ推進装置であって、前記駆動原動
機が、前記船体の内部に配されていることを特徴とする推進装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提文に従ったラダープロペラ推進装置及びそのラダープロペラ
推進方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　例えば、特に、請求項１の前提文において特定され、駆動原動機を有するラダープロペ
ラ推進装置は、独国実用新案第DE 200 21 466 U1号によって公知である。船舶の推進装置
に接続された、すなわち推進ユニットの動力伝達装置に組み込まれた流体クラッチを使用
することも実務において周知である。しかし、流体クラッチも独立した要素であり、密閉
ケーシング及びオイル等の独自の充填流体を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、公知のラダープロペラ推進装置を、特に安価に製造かつ動作可能に改良する
目的を有しかつそれを達成する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、駆動原動機を有するラダープロペラ推進装置であり、当該駆動原動機の出
力シャフトが動力伝達装置を介してプロペラのシャフトに動作可能に接続され得、プロペ
ラシャフトが船体（hull）の外に設けられ得るラダープロペラハウジング内に収容され、
当該プロペラシャフトに設けられたプロペラシャフトが当該ラダープロペラハウジングの
外に設けられ、当該プロペラシャフト及び／または当該プロペラシャフトの上流の動力伝
達装置領域のために潤滑及び／または冷却デバイス設けられ、当該動力伝達装置が流体ク
ラッチまたは流体トルクコンバータをさらに含み、当該動力伝達装置が、当該流体クラッ
チまたは当該流体トルクコンバータ並びに当該潤滑及び／または冷却デバイスが共通の機
能性流体を使用する態様にて、当該潤滑及び／もしくは冷却デバイスと組み合わされるか
または当該潤滑及び／もしくは冷却デバイスと一体化されているラダープロペラ推進装置
によって達成される。
【０００５】
　従って、当該潤滑及び／もしくは冷却デバイスの機能性流体、並びに当該流体クラッチ
もしくは流体トルクコンバータの機能性流体は、同一の流体の供給によって有利に実現さ
れる。
【０００６】
　有利な改善は、潤滑及び／もしくは冷却デバイスがラダープロペラハウジングの内部を
含むことであり、機能性流体がラダープロペラハウジングの内部に含まれること、並びに
／または流体クラッチもしくは流体トルクコンバータがラダープロペラハウジングの内部
に流体接触（fluidic contact）していることがさらに好ましい。後者は、ラダープロペ
ラハウジングの内部にまたはラダープロペラハウジングの船舶の船体の内部にある拡張部
内に、流体クラッチまたは流体トルクコンバータを設けることによって有利に実現され得
る。このような拡張部は、構造的に円錐形支持チューブまたは支持コーンと称される。
【０００７】
　本発明のさらに他の好ましい構成は、流体クラッチまたは流体トルクコンバータが潤滑
及び／または冷却デバイス内の機能性流体の搬送を保証する態様にて、流体クラッチまた
は流体トルクコンバータを潤滑及び／または冷却デバイスと組み合わせること、または潤
滑及び／または冷却デバイスを潤滑及び／または冷却デバイスと一体化することにある。
【０００８】
　流体クラッチがいくつかの流体クラッチユニットを含むかまたは流体トルクコンバータ
がいくつかの流体コンバータを要素含むこともさらに有利に行われ得る。代替的または追
加的に、弾性クラッチ及び／または移動自在クラッチ（shiftable clutch）が動力伝達装
置内に設けられることとしてもよい。
【０００９】
　さらに、駆動原動機は、船体内に有利に配され得る。
【００１０】
　本発明によるラダープロペラ推進方法において、駆動原動機の出力シャフトは、プロペ
ラのシャフトに動力伝達装置を介して動作可能に接続されており、当該プロペラシャフト



(4) JP 2014-111448 A 2014.6.19

10

20

30

40

50

は、船体外に配されているラダープロペラハウジング内に収容され、当該プロペラシャフ
トは、ラダープロペラハウジングの外でプロペラシャフト上に配され、当該プロペラシャ
フト及び／またはその上流の動力伝達装置領域は、機能性流体で潤滑及び／または冷却さ
れ、当該動力伝達装置は、流体クラッチまたは流体トルクコンバータを含み、当該流体ク
ラッチまたは流体トルクコンバータに、プロペラシャフト及び／またはプロペラシャフト
の上流の動力伝達装置領域を潤滑及び／または冷却するために使用されるのと同一の機能
性流体のうちの一部の機能性流体が供給される。
【００１１】
　有利な改良は、潤滑及び／または冷却デバイスが、ラダープロペラハウジングの内側を
含むことと、流体クラッチまたは流体トルクコンバータが当該ラダープロペラハウジング
の内側との流体接続状態にあることであり、これらの改良において、特に、機能性流体が
当該ラダープロペラハウジングの内部に含まれ得、さらに、好ましくは、流体クラッチま
たは流体トルクコンバータが当該ラダープロペラハウジングの内部、またはラダープロペ
ラハウジングの内部の拡張部、例えば、船体内の円錐形支持チューブまたは支持コーン等
の中に配されている。
【００１２】
　好ましくは、流体クラッチまたは流体トルクコンバータは、流体クラッチまたは流体ト
ルクコンバータが潤滑及び／または冷却デバイス内の機能性流体の搬送を保証する態様に
て、潤滑及び／または冷却デバイスに組み合わされているかまたは潤滑及び／または冷却
デバイスに一体化されるようにさらになされている。
【００１３】
　個々の構成に従って、本発明は、ラダープロペラ形式の船舶推進装置を形成し、当該推
進装置は、例えば、一体化された鉛直に配された駆動原動機有しかつ、特に有利には、潤
滑及び冷却デバイスのコンポーネントであるラダープロペラハウジングの内部、または当
該ハウジングの拡張部内に一体化された流体クラッチまたは流体トルクコンバータを有す
る。ラダープロペラハウジングの内部または当該ハウジングの拡張部への流体クラッチま
たは流体トルクコンバータの一体化は、コンパクトな推進システムの構築を可能とする。
機能性流体が充填された中に流体クラッチまたは流体トルクコンバータを配することによ
って、特に、ラダープロペラハウジングのオイル充填、ラダープロペラの動力伝達装置の
潤滑剤及び冷却剤、並びに流体クラッチまたは流体トルクコンバータに対する充填が同一
の流体によって実現され得る。このことは、従来的に配された流体クラッチまたは流体ト
ルクコンバータに必要な、周囲環境に対する流体クラッチまたは流体トルクコンバータの
密閉（seal）を不要とする。上述された拡張部は、円錐形支持チューブまたは支持コーン
と称される。
【００１４】
　流体クラッチまたは流体トルクコンバータは、内部から外部への自然発生的なポンプ効
果を有する。このポンプ効果が本発明によって使用されて、海水等の航海中に周囲にある
水によって非常に良く冷却されているラダープロペラ推進装置の水中部分と、ほとんど冷
却されないかまたは全く冷却されない上部部分との間の流体の交換、特に潤滑油の交換が
行われ得る。現在知られているデザインにおいては、この目的のために、別個のポンプが
必要である。
【００１５】
　流体クラッチまたは流体トルクコンバータは、ダブルクラッチまたはダブルコンバータ
と称されるものとして構成されても良く、これによって同一のクラッチまたはコンバータ
直径に対して２倍の伝達可能トルクが生まれる。所定の回転方向におけるトルクは、ポン
プ内の接線方向において角度がついているブレードを有する流体クラッチまたは流体クラ
ッチのタービンホイールを使用することによっても増加する。このことは、プロペラの推
進力に関する前進方向において起こることが好ましい。ブレードの傾斜状態は、逆方向回
転すなわち後進推進力において低い伝達可能トルクをもたらすが、後進推進力は、ラダー
プロペラ推進装置の限られた動作状況においてのみ必要とされる。
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【００１６】
　本発明のさらなる利点は：
－コンパクトなスペースにおける駆動マシンと（drive machine）動作マシン（working m
achine）との振動分離、
－駆動原動機を機械的構造から音絶縁することによって、特に静音性のある動作が可能で
あること、
－駆動原動機の始動トルクの低減、すなわち駆動原動機の好ましいまたは特に小さな始動
トルクの達成、
－ラダープロペラの潤滑／冷却と、流体クラッチまたは流体トルクコンバータの充填を単
一の流体で行うことによる動作要素の種類の低減、
－流体クラッチまたは流体トルクコンバータのポンプ効果を利用して、潤滑／冷却剤また
は潤滑／冷却流体を循環させることによるポンプデバイスの除去、
－密閉（seal）を除去してクラッチの摩耗部品を除去することによる可能な限りの保守・
点検の省略、
－船の座礁、水中の異物、氷等による過重ショックに対するラダープロペラの保護、
である。
【００１７】
　本発明のさらなる好ましい及び／または有利な実施例は、特許請求の範囲および本願の
明細書全体から理解される。
【００１８】
　本発明は、添付の図面を参照して実施例に基づいて以下に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ラダープロペラデバイスの第１の実施例の縦断面図である。
【図２】ラダープロペラデバイスの第２の実施例の縦断面図である。
【図３】ラダープロペラデバイスの第３の実施例の縦断面図である。
【図４】ラダープロペラデバイスの第４の実施例の縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に説明されかつ添付の図面に示された実施例及び応用例を参照して、例示の目的で
本発明がさらに詳しく説明される。すなわち、本発明は、これらの実施例もしくは応用例
またはこれらの実施例及び応用例の組み合わせには限定されない。方法及びデバイスの特
徴も、デバイスまたは方法の特徴から各々理解される。
【００２１】
　具体的な実施例に関して説明されかつ／または図示されている個々の特徴は、その実施
例またはその実施例の他の特徴の組み合わせには限定されず、当該個々の特徴は、本明細
書内で別途説明されておらずとも、技術的可能性の範囲内で他の変形例と組み合わされ得
る。
【００２２】
　個々の図面内の同一の参照符号は、同一もしくは類似のコンポーネントまたは同一の動
作もしくは類似の動作をするコンポーネントを示している。図面の参照において、参照符
号が付与されていない特徴も、以下で説明されているか否かには関係なく明確である。そ
の一方で、本明細書に含まれているが図面内に示されていない特徴も、当業者には容易に
理解されるであろう。
【００２３】
　図１は、駆動原動機１及びラダープロペラハウジングＧを有して船体に設けられたラダ
ープロペラ推進装置Ｒの第１の実施例の縦断面図を示している。「単純な」流体クラッチ
３、すなわち１つのポンプホイール３ａ及び１つのタービンホイール３ｂを有するラダー
プロペラ推進装置Ｒが示されている。実施例と関連して示されている流体クラッチは、単
に例示として理解され、本発明の範囲内で流体クラッチの代わりに流体トルクコンバータ
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も使用され得て、同一の結果及び利点を達成可能である。流体クラッチが以下で言及され
るが、繰り替し説明せずとも、個別の技術的適合手段を用いて流体トルクコンバータが設
けられることが可能であることは、当業者には明確に理解されるであろう。従来の流体ク
ラッチにおける回転速度の滑りは、一定であるかまたは機能性流体の量によって調整され
るが、トルクコンバータ内のトルクの伝達は、機能性流体の充填量の変化によって調整さ
れるのではなく、ガイドベーン（案内羽根）（guide vane）の調整によって行われる。
【００２４】
　ノズルＤ内にプロペラＰを有するラダープロペラ推進装置Ｒの説明も、本明細書おいて
単なる例示の目的で行われる。鉛直に設けられた電気モータ等の駆動原動機１も、例示と
して理解されるべきである。流体クラッチ３は、例えば動力伝達装置Ａ内にベベルギアを
使用するような他の態様において機械的に駆動されるラダープロペラ推進装置Ｒにも使用
され得る。
【００２５】
　ラダープロペラ推進装置の追加のコンポーネントは、ラダープロペラハウジングＧのオ
イルで充填された内部スペース４、垂直軸５、動力伝達装置Ａ、垂直軸５回りに可動であ
るラダープロペラハウジングベース、動力伝達装置Ａの垂直シャフト７、ラダープロペラ
ハウジングＧのギアボックス（図示せず）を有する水面下部分８、プロペラシャフト９、
アジマス（azimuth）調整装置１０、及びノズルＤである。
【００２６】
　このラダープロペラ推進装置Ｒの実施例において、流体クラッチ３は、オイルで充填さ
れたラダープロペラハウジングＧの内部で使用され、具体的には、ラダープロペラハウジ
ングＧは船体２の内部への拡張部Ｅを有し、拡張部Ｅ内に流体クラッチが収容されている
。従って、ラダープロペラハウジングＧの内部４が拡張部Ｅの内部４′に通じているので
、一般的に潤滑流体及び冷却流体とみなされ得るオイルすなわち端的に言えば機能性流体
Ｂが、流体クラッチ３のための機能性流体Ｂまたは機能性媒体を同時に構成する。さらに
詳細には、流体クラッチ３は、実質的にラダープロペラハウジングＧで形成されかつ機能
性流体Ｂを供給されている潤滑及び／または冷却デバイスＳＫと同一の機能性流体によっ
て動作する。このような拡張部Ｅは、円錐形支持チューブまたは支持コーン等の構造であ
ってもよい。
【００２７】
　流体クラッチ３のポンプ効果は、矢印Ｆによって図１で追加的に示されている。通常は
追加のインペラ（impeller）または外部ポンプによるこのポンプ効果が、完全にまたは一
部使用されて、ラダープロペラハウジングＧ内におけるオイル等の機能性流体Ｂが循環さ
せられる。
【００２８】
　プロペラシャフト９における流体クラッチまたは流体トルクコンバータの有効な代替的
な配置も、原理的に可能である。
【００２９】
　図２－４において、コンポーネント及びパーツは、図１と同一の参照符号が使用される
。再度の記載を避けるために、図１の実施例に対する図２－４の実施例の差異のみが説明
される。
【００３０】
　図１に類似した縦断面図である図２は、二重（double）流体クラッチ３を有するラダー
プロペラ推進装置Ｒ、すなわち２つのポンプホイール３ａ及び２つのタービンホイール３
ｂを有するラダープロペラ推進装置Ｒを、追加の実施例として示している。３以上のポン
プホイール３ａ及び３以上のタービンホイール３ｂを有するクラッチとすることも可能で
ある。
【００３１】
　図１及び図２と類似した縦断面図である図３には、ラダープロペラ推進装置Ｒのさらに
別の実施例が示されており、当該ラダープロペラ推進装置Ｒは、流体クラッチ３及び開放
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的に回転するプロペラＰを有し、換言すれば、第１及び第２の実施例におけるノズルＤを
持たない。
【００３２】
　図１－３と類似した縦断面図である図４は、２プロペラ構造において、即ち２つのプロ
ペラＰを有して、流体クラッチを有するプロペラ推進装置Ｒを示している。
【００３３】
　上述したように、具体的な説明が流体クラッチの実施例の説明においてなされたが、当
該説明は単に例示であると理解されるべきである。本発明の趣旨の範囲において、流体ク
ラッチに代わり、流体トルクコンバータも使用可能である。従って、流体トルクコンバー
タは、原則的に本願において使用されるのに適しているので、当業者は、自身独創性を用
いずかつ本発明の範囲から逸脱することなく、実施例において使用されている流体クラッ
チに替えて、場合によっては装置及び方法の必要な調整を用いて、流体トルクコンバータ
を用いたデバイス及び方法を容易に提供可能である。
【００３４】
　本発明は、本明細書の説明及び添付の図面における実施例に基づいて、単に例示の目的
で示され、これらに限定されるものではない。むしろ、本発明は、当業者が本明細書、特
に特許請求の範囲、本明細書の導入部における一般的な説明及び実施例の説明の範囲内並
びに当業者の専門知識と従来技術の組み合わせから導くことが可能である全ての変形例、
変更例、置換例及びこれらの組み合わせを含む。特に、本発明及び本発明の実施例の全て
の個別の特徴及び実施可能性が組み合わされ得る。
【符号の説明】
【００３５】
１ 駆動原動機
２ 船体
３ 流体クラッチ
３ａ ポンプホイール
３ｂ タービンホイール
４ ラダープロペラハウジングのオイルが充填された内部空間
４′ 拡張部の内部空間
５ 垂直軸
６ 垂直軸回りに動作可能なラダープロペラハウジング
７ 動力伝達装置の垂直シャフト
８ ラダープロペラハウジングのギアボックスを有する水面下部分
９ プロペラシャフト
１０ アジマス調整装置
Ａ 動力伝達装置
Ｂ 機能性流体
Ｄ ノズル
Ｅ 拡張部
Ｆ 矢印
Ｇ ラダープロペラハウジング
Ｐ プロペラ
Ｒ ラダープロペラ推進装置
ＳＫ 潤滑及び／または冷却デバイス
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